
平成２４年度 新田小中学校 職員研修について           Ｈ２４．４．４． 

１ 研究主題 

  夢や希望をもち、未来を見つめ明るく元気にがんばる新田の子どもの育成 

   ～ 児童生徒の発達段階に応じた９年間の系統的なキャリア教育の推進を通して ～ 

 

２ 主題設定の理由 

  現在の子どもたちを取り巻く環境は近年大きく変化している。子どもたちが育つ社会環境の

変化に加え、産業・経済の構造的変化、雇用の多様化、流動化等は、子どもたちの将来のとら

え方にも大きな変化をもたらしており、自らの将来に向けて希望あふれる夢を描くことも容易

ではなくなってきている。また、環境の変化は、子どもたちの心身の発達にも影響をあたえ、

人間関係をうまく築くことができない、自分で意思決定ができない、自己肯定感をもてない、

将来に希望をもつことができないなどの子どもの増加が指摘されている。 

このようなことから、学級・学校・家庭・地域社会などにおける様々な活動を通して、将来

設計の基盤となる「夢や希望」をはぐくみ、目標の達成を目指して工夫し努力することの大切

さを体得させ、自信や有用感を高める機会を計画的に設けていくことは非常に重要であり、自

分自身を見つめ、社会や人々と自己をつなぎ、将来を描いていく力や、様々な選択肢の中から

責任ある生き方を選び取る力の育成が求められている 

本校は、新富町の南西部に位置し小学部が各学年１または２学級の２５６名、中学部が各学

年１または２クラスの１１８名、合計３７４名の中規模校である。本年度から小中一貫校とし

てスタートすることとなり、９年間を見通した系統性を生かした継続的な指導が可能となった。

素直で元気な児童生徒が多く、学校生活への取り組みも真面目で意欲的である。 

学年末に実施したアンケートの結果によると、小学校では９０％、中学校では７０％の児童

生徒が「学校に来るのは楽しい」と答えている。将来についても、小学校では９０％、中学校

でも７０％の児童生徒が「将来の夢や目標」を持てると答えているが、小６児童においては、

６０％の児童が「中学校生活や中学校の学習に不安がある」としている。また、８０％以上の

児童生徒が「尊敬する上級生がおり、下級生の世話も責任もってしたい」と、答えているが、

「自分自身の良さ」について気づいている児童生徒は小学校７５％、中学校２年生７０％、中

学校３年生５０％で、学年が上がるごとに自己肯定感の低下がうかがえる。最後に、「決めた

ことに最後まで取り組める」態度については、小学校と中学校女子は７０％がやり遂げられて

いると答えているのに対し、中学校男子は５０％近くがやり遂げられてないと答えており、男

女差もみられる。 

そこで、児童生徒が、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現でき

るようにするために、本年度は、児童生徒の発達段階に応じた系統的なキャリア教育の推進を

図っていくこととした。  

キャリア教育とは、児童生徒がキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力の育

成を目標とする教育的はたらきかけである。私たちは、生涯にわたって様々な立場や役割を与



えられ、その時々にあった自分らしい生き方を選択しながら生きており、その過程の中で、自

分は何を求めて働くのか、何のために学ぶのか、どのように生きるのか等、自己と働くこと、

働くことと生きることを相互に関係づけたり、価値づけたりしている。そこで、こうした生き

るうえでの自己と働くこととの関係づけ、価値付けの累積を「キャリア」ととらえる。 

 さらに、ここでの「働くこと」については、職業生活以外にも家事や学校での係活動、ある

いは、ボランティア活動などの多様な活動があることなどから、個人がその学校生活、家庭生

活、市民生活などの生活の中で経験する様々な立場や役割を遂行する活動として幅広くとらえ

る必要がある。 

 このように、キャリア教育に取り組み推進していくことは、学校生活と社会生活や職業生活

との関連を深め、将来の夢と学業を結びつけることであり、従来の教育を見直すことによって

教育課程の改善や学校の活性化が図られ、児童生徒の、学習意欲を高め、学習習慣の確立を促

すことができると共に、人間関係づくり、不登校等の様々な課題の解決にも活路を開くことが

できると考えられる。 

  以上のようなことから、本研究主題を設定し、夢や希望をもち、未来を見つめ明るく元気に

がんばる新田の子どもの育成のために研究を進めることとした。 

 

３ 研究の目標 

○ 児童生徒の発達段階に応じた系統的なキャリア教育の推進を通して、夢や希望をもち、

未来を見つめ明るく元気にがんばる新田の子どもを育成する。 

 

４ 研究仮説 

キャリア教育の意義を正しく理解すると共に、本校で育成したい能力・態度を育成するため

の教育内容や方法を明確化し、自信や有用感を高める機会を計画的に設け、キャリア教育の視

点に立った授業実践を行えば、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実

現できるようになるだろう。 

 

５ 研究の内容 

  キャリア教育の意義を正しく理解し、育成したい能力・態度と各教科等との関連を考えた年

間指導計画を作成すると共に、キャリア教育の視点にたった授業を構築する。 

 

 ○ キャリア教育の意義についての理論研究 

 ○ キャリア教育を生かした総合的な学習の時間の整備 

○ キャリア教育の視点に立った授業の構築 

 

 

 



  １年次  

   キャリア教育についての理論研究とキャリア教育の考えを生かした授業・教育活動の展開 

  ２年次 

   キャリア教育の考え方を生かした効果的な小中連携、及び家庭や地域との連携 

  ３年次 

   キャリア教育を生かした教育活動の評価と改善 

 

６ 研究組織 

（１） 研究推進委員会 

研究の具体化に向けて企画、立案すると共に、各班、各部の提案事項について検討し、

研究を推進する。 

構成：学校長、教頭、教務主任、研究主任、各班長（小学部・中学部）その他関係者 

 

（２） 全体研修会 

研究の内容についての理論研を進めると共に、各班、各部の提案事項の報告・検討を行

い、共通理解を図る。 

構成：新田小中学校全職員 

 

（３） 各班会  

研究主題の具現化を図るために、実践事項の企画・立案・提案・評価を行う。 

 

（４）各部会 

    各班の提案事項の実践・評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体研究会 

キャリア教育理論 

 

研究推進委員会 

学習プログラム班 

総合的な学習の時間整備 

日常の教育活動の整備 

授業研究班 

キャリア教育を生かした

授業の構築 

低学年部会 中学年部会 高学年部会 中学部会 



キャリア教育の推進 

７ 研究構想 
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８ 研修計画 

回回回回    月月月月    日日日日    曜曜曜曜    時時時時    間間間間    内内内内        容容容容        等等等等    備備備備    考考考考    

１１１１    ４／ ４ 水 １００分 主題研１（前年度の研究経過説明及び、  

今年度の研究の構想説明とキャリア教育） 

 

２２２２    ４／１１ 水   対面式（中） 

３３３３    ４／１８ 水   家庭訪問 

４４４４    ４／２５ 水 ５５分 主題研２（キャリア教育理論研究）  

５５５５    ５／ ２ 水 ８５分 職員研修：生徒指導  児童生徒総会対応 

分掌部会（６月行事） 

 

６６６６    ５／ ９ 水 ５５分 職員会（６月行事）  

７７７７    ５／１６ 水 ５５分 主題研３・４（全研 班組織、授業研分担

キャリア教育理論研究） 

 

８８８８    ５／２３ 水 ５５分 主題研５（全研・班研 研究内容協議）  

９９９９    ５／３０ 水 ８５分 主題研６（班研 研究の実際 

全研 小１授業事前研） 

 

１０１０１０１０    ６／ ６ 水 ５５分 主題研７（全研 小１授業事後研）  

１１１１１１１１    ６／１３ 水 ５５分 分掌部会（７月８月行事） 

職員研修（特別支援教育） 

 

１２１２１２１２    ６／２０ 水 ５５分 職員会（７月８月行事）  

１３１３１３１３    ６／２７ 水 （３０分） （班研作業） 専門委員会 

１４１４１４１４    ７／ ４ 水 ８５分 学年会 修学旅行（中） 

１５１５１５１５    ７／１１ 水 ５５分 主題研８（全研 班研報告）  

１６１６１６１６    ７／１８ 水 ５５分 分掌部会（学期反省）  

    夏期休業中【別途計画・分掌部会、職員会（９月行事）各作業、部事前研を含】    

１７１７１７１７    ８／２９ 水 ８５分 職員研修：生徒指導  

１８１８１８１８    ９／ ５ 水 ５５分 分掌部会（１０月行事） 

主題研９（部研 授業準備） 

 

１９１９１９１９    ９／１２ 水 ５５分 職員会（１０月行事）  

２０２０２０２０    ９／１９ 水 （５５分） （個人研 授業実践と報告書まとめ） 体育大会準備 

２１２１２１２１    ９／２６ 水 ５５分 主題研１０（部研究授業・事後研）  

２２２２２２２２    １０／ ３ 水 ３０分 主題研１１（全研、部研報告） 専門委員会 

２３２３２３２３    １０／１０ 水 ５５分 分掌部会（１１月行事） 

主題研１２（班研、研究内容見直し） 

 

２４２４２４２４    １０／１７ 水 ５５分 職員会（１１月行事）  

２２２２５５５５    １０／２４ 水 ８５分 職員研修 特別支援教育  



２６２６２６２６    １０／３１ 水 ５５分 主題研１３（全研、訪問授業検討）  

２７２７２７２７    １１／ ７ 水 ８５分 主題研１４（全研、訪問授業事前研・準備）  

２８２８２８２８    １１／１４ 水 ５５分 分掌部会（１２月行事） 

主題研１５（学校訪問準備） 

 

２９２９２９２９    １１／２１ 水 ５５分 職員会（１２月行事）  

３０３０３０３０    １１／２８ 水 ８５分 主題研１６（学校訪問・全研）  

３１３１３１３１    １２／ ５ 水 ５５分 分掌部会（１月行事） 

主題研１７（学校訪問反省・まとめ） 

 

３２３２３２３２    １２／１２ 水 ５５分 職員会（１月行事）  

３３３３３３３３    １２／１９ 水 ８５分 主題研１８（班研・研究のまとめ） 

分掌部会（学期反省） 

 

冬期休業中（別途計画冬期休業中（別途計画冬期休業中（別途計画冬期休業中（別途計画・教育課程検討①含・教育課程検討①含・教育課程検討①含・教育課程検討①含））））    

３４３４３４３４    １／ ９ 水 ８５分 分掌部会（２月行事）職員研修：生徒指導研  

３５３５３５３５    １／１６ 水 ５５分 職員会（２月行事）  

３６３６３６３６    １／２３ 水 ５５分 主題研１９（班研 研究の反省まとめ） 

教育課程① 

 

３７３７３７３７    １／３０ 水 ５５分 主題研２０（全研 研究紀要作成説明、作業） 

教育課程② 

 

３８３８３８３８    ２／ ６ 水 ３０分 分掌部会（３月行事）  

３９３９３９３９    ２／１３ 水 ５５分 職員会（３月行事、卒業式）  

４０４０４０４０    ２／２０ 水 ５５分 主題研２１（全研 研究紀要作成作業） 

教育課程③ 

 

４１４１４１４１    ２／２７ 水 ５５分 主題研２２（全研 研究紀要作成 

次年度研究について）教育課程④ 

 

４２４２４２４２    ３／ ６ 水 ５５分 分掌部会（年間反省） 

進級判定会 

 

４３４３４３４３    ３／１３ 水 （８５分） （期末整理 小学部） 振替休業日（中） 

４４４４４４４４    ３／２６ 火  職員会（反省・教育課程） 修了の日 

学年末期休業中（別途計画）学年末期休業中（別途計画）学年末期休業中（別途計画）学年末期休業中（別途計画）    

○ 研究推進委員会は、原則として職員研修会の前の週の火曜日に開く。また、職員研修会後に

も毎回開く。 

○ 生徒指導・道徳・特別活動・人権教育・特別支援教育・総合的な学習の時間・幼保小中高連

係・外国語活動等については、夏期休業中を利用して研修会を実施する。 

 



 

 

 

 


